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目 的

身体醜形障害は，自らの外見上の欠陥に対するとらわ

れが非常に強く，そうした欠陥を修正するために外科的

治療をはじめとしたさまざまな治療を受ける疾患であ

る．歯科領域で身体醜形障害患者が多く受診する矯正歯

科では，英国での有病率調査が実施され，矯正歯科患者

の７．５％に身体醜形障害が認められている．本研究で

は，本邦の矯正歯科患者における身体醜形障害の有病率

を明らかにすることを目的として調査研究を行った．

方 法

私立大学矯正歯科外来を受診し，本研究の主旨および

方法，プライバシーの保護について説明し同意の得た患

者５１名（男性１８名，女性３３名，２６．９１±９．５５歳）を対象に

調査研究を行った．調査材料は，DSM−IV−TR（アメリ

カ精神医学会の精神疾患に関する診断基準）の身体醜形

障害の診断基準に基づく質問項目（表１）であり，初診

時の状態に関して懐古的に調査を行った．

結 果

対象者のうちDSM−IV−TRの基準Aに関する質問項目

（１）および（２）を満たす者は２１．５７％（n＝１１）であ

った．また，基準Aを満たした対象者のうち，基準Bに

関する質問項目（３）もしくは（４）を満たした対象者

は，全体の対象者の１３．７３％であった．基準Aおよび基

準Bを満たした対象者のうち，質問項目（５）にあては

まった１名を除外した１１．７６％（n＝６）が最終的に身体

醜形障害の診断基準を満たす可能性が示された（表

１）．

考 察

本研究の結果，１１．７６％の矯正歯科患者が身体醜形障害

の診断基準を満たす可能性が明らかにされた．英国での

有病率は７．５％であるため，本邦の矯正歯科患者の身体

醜形障害の有病率は英国と同等もしくはそれ以上である

ことが確認されたといえる．
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質 問 項 目 n ％

診断基準A「外見についての想像上の欠陥へのとらわれ，小さい身体的異常が存在する場合，その人の心配は著しく過剰で
ある．」の質問項目

（１）外見上の身体的欠点に関して，強いとらわれがありますか？ ２９ ５６．８６

（２）その外見上の身体的欠点は，他の人から賛同してもらえなかったり，過剰であると言われてしまう
ものですか？

１２ ２３．５３

診断基準B「そのとらわれは，臨床的に著しい苦痛，または社会的，職業的，またはその他の重要な領域における機能の障
害を引き起こしている．」の質問項目

（３）その外見上の身体的欠点によって，あなたは強い苦痛を感じていますか？ １３ ２５．４９

（４）その外見上の身体的欠点が原因で，毎日の生活（例えば，仕事や対人関係）が障害されています
か？

６ １１．７６

診断基準C「そのとらわれは，他の精神疾患ではうまく説明されない（例：神経性無食欲症の体型およびサイズへの不
満）．」の質問項目

（５）外見を心配する主な原因は，あなたの体重に関することですか？ ４ ７．８４

基準A：（１）および（２）がYES １１ ２１．５７

基準A＋基準B：（１）および（２）がYES，かつ，（３）もしくは（４）がYES ７ １３．７３

身体醜形障害：基準Aおよび基準Bに当てはまり，（５）がNO ６ １１．７６
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表１ DSM−IV−TRの診断基準に基づく質問項目にあてはまった対象者数と割合
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